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 近藤庸'男提出論文内容要旨
 副腎皮質機能亢進症には,Primary'aユdosteroni6mやCushing'ssyn邑orOme
 のように高血圧症を伴うものが少ぐない。他面,所謂本態性高血圧症の副腎皮質には脂質に富ん
 ぞ特徴ある結節性ないし瀰漫性肥大増殖を見ることがしばしばあり,時としては皮質の腺腫を.見
 ることもある。かぐの如き高血圧と関係が深いと、思われる副腎皮質の病理学的研究のため,本態
 性高血圧症を中心とする各種高血圧症屍90例を選び,対照として同じ年階になる高血圧症をみ
 左い一般症屍体44例を用いて,病理組織学的研究を行った。高血圧症の判定には血圧その他生
 前の諸検査を参照したが,'あわせて剖検所見上心の求心性肥大,動脈系の高血圧性変化を指標と
 した。副腎皮質の病理学的解析匿当っては,臨床的にGUShing氏病及びアルドステロン過剰
 症を疑われた4例の副腎皮質所見を参照し,叉畑令現象に伴う副腎皮質構造の推移を一つの基準
 とした。
 副腎皮質の高血圧症変化の中核をなすものとしては,成人型球状帯の肥大をあげることができ
 る。成人型球状帯はしばしば結節状をなし,はじめは束挟帯の一部をその中に含むことを特徴と
 する。
 本態性高血圧症の副腎皮質の変化は,生理的老化現象と軌を一にし,それが強調された形とも
 理解することができる。加令によって成人型球状帯の厚さがまし,束挟帯の外側を次第に置き換
 えてゆき,リポイドに富んだ細胞となる。即ち最も目立っ所見として成人型球状帯の占める割合
 が著しく増加する。対照例と比較して皮質の厚さは必らずしも増.してはいないが,成人型球状帯
 の数値が絶対的にも相対的にも著しい増加を示し,このため束状帯はむしろ狭く,網状帯もやや
 狭くなっている。成人型球状帯の肥大の割合は,40才を界として著るしい相違がある。40才
 以前のものでは束状帯より狭いが40才以降では成人型球状帯の方が遙かにまさり,しかも加令
 とともに,そ'の開きが大となってくる。この傾向は皮質の到る所に瀰漫性に見られる場合もある
 が,概して巣状ないし結節状の傾向にあり,結節性の傾向が瀰漫性の部分よりまさる症例が暑を
 占める。しかも40才以降のものにこの傾向が強い。この傾向が更に強くなると結樹状過形成か
 ら腺腫形成に至る。肉眼的に腺腫を認めた症例は本態性高血圧症66例中9例であり,他の形の
 高血圧症には認められないD
 老入性現象として認められる被膜動脈の硬化像は,本態性高血圧症例にはしばしば著明である・
 皮質の巣状をなした萎縮性線維化や,それに隣する結節状肥大は尊の動脈変化と幽係が深いもの
 一、58一
 と思われる。
 本態性高血圧でも下垂体塩基好性細胞腫を認め,“劇症を伴う例は。肌sh土ng氏病と本質的
 に異ならない。この種のものも臨床的に本態性高血圧症として取り扱われるが,形態学的に一般
 の形の本態性高血圧症といささか異なる。臨床的にアルドステロン過剰症を疑われた症例は,基
 礎疾患の如何を問わず,束状帯を含めた成人型球状帯の活動性肥大を認め,この点本態性高血圧
 症と本質的に異らない・
 野性高血圧症でも成人型球状帯の占める割合の増加を見る。然しその程度は本態性高血圧症に
 及ばず,結節状の傾向の著明なものに乏しい。然し腎性高血圧症でも経過の長いものにあっては,
 多少とも結節状分画が認められる。腎性高血圧症では束状帯の厚さが比較的たもたれるが,皮質
 内層の細胞の原形質の充実化が目立ち,質的に網状帯の厚さをゴ1苫す。これに対し束状帯の外側の
 細胞は淡明に腫脹し・しばしぱ空胞を伴う。叉成人型球状帯に巣状をなす細胞の壊死,脱落を見
 る。これら外層の変化は尿毒症性変化と理解できる。
 悪性腎硬化症では皮質各層の動きが最も少い。これは高血圧の縄魑が一般に短かいためのもの
 と、思われる。被膜ないしその附近の小動脈に特徴ある類線維素性壊死を認め,これに応ずるかの
 ように,皮質内に結節状をなした急性の出血性壊死や細胞の淡明腫脹等の障碍像を認める。その
 他の変化は腎炎に準ずる。
 高血圧症副腎皮質変化は高」ll旺そのものや,動脈壁の変化,電解質異常等による二次的な因子
 によると,思われる。然し副腎皮質の局所循環とその変化に応ずる皮質変化については未開拓の問
 題が多く,向後解決を期待されるところである。
 何れにしても,副腎皮質に招来された進行性変化は,eircu■Usvi'じiosusとして高血
 圧状態の進展に参与することが考えられる。そしてこれが本態性高血圧症の本質に少なからず関
 係するところと,思われる。
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 副腎皮質機能亢進症には高血圧捉を伴うものが少くない。一方本態性高血圧症の副腎皮質に
 ・も特色ある変化が見られる。本研究は副腎皮質機能亢進症の組織学的所見を基凝としてi本態
 性高血圧症の副腎の組織像の解釈を試みたものである。
 本態性1離血圧症の副腎皮質の変化の成立には動脈硬化琿性変隼そ'の他の血管性の因子の役割
 が大きいが,成立した病巣の性格からは成人型球状帯の機倉旨亢進が考えられ,この点より見て
 AldosterOn分泌の亢進による高」飢圧症の悪化が加重される事が想像される。
 以上の如(現在その機構の不明である本態性高血圧症の進展に関してその機購の一端を明か
 にした点に本論文の価値を認める事が出来る。
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